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一番草収穫作業 最盛期!!（鶴居村中雪裡・6月30日撮影）

鈴木幸一ふれあい推進員（鶴居・幌呂地区）
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白糠・音別支所 合同乳牛共進会
入 賞 牛 一 覧 表

グランドチャンピオン

ウツズスター　シヤイニー　スパイラル　アイ 林　　　稔　幸 白糠

リザーブグランドチャンピオン

ＢＳ　フアンシー　Ｇ　ロイ　ヘブン ㈱大坂ファーム 音別

ジュニアチャンピオン

ウツズスター　コロナ　ホワイトストーン　ローズ 林　　　稔　幸 白糠

リザーブジュニアチャンピオン

マミー　ジエツト　ルビー　モス　ベルト 松　田　浩　二 白糠

部 順位 名　　　　　　　号 出 品 者 地区

１部 １等１席 ＨＳＹ　シド　シヤフエリス　ビスタ　ＥＴ 細　谷　　　智 白糠

２部 １等１席 マミー　 ジ エ ツト　 ル ビー　 モ ス　 ベ ルト 松　田　浩　二 白糠

３部 １等１席 ヘイチヤン　ジヨバイロ　シエラ　ストン 合伊深ファーム 白糠

４部 １等１席 ウツズスター　コロナ　ホワイトストーン　ローズ 林　　　稔　幸 白糠

５部 １等１席 ＫＷＦ　アン　ソレイユ　サンダー　ビユー ㈱敬和ファーム 音別

７部 １等１席 フユーチヤーツリー　グレナルコム　サンダー 對　木　隆　司 白糠

８部 １等１席 Ｂ Ｓ　 フ ア ン シ ー　 Ｇ　 ロ イ　 ヘ ブ ン ㈱大坂ファーム 音別

９部 １等１席 ウツズスター　シヤイニー　スパイラル　アイ 林　　　稔　幸 白糠

10部 １等１席 ウツズスター　チユンキー　ポーラ　エモリー 林　　　稔　幸 白糠

六
月
四
日
、
白
糠
町
家
畜
共

進
会
場
で
、
当
Ｊ
Ａ
白
糠
・
音

別
支
所
合
同
乳
牛
共
進
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
白
糠
・
音
別

か
ら
計
二
十
六
頭
が
出
品
さ
れ
、

鶴
居
村
幌
呂
・
当
Ｊ
Ａ
酪
農
家

松
井
俊
治
氏
が
審
査
に
あ
た
り

ま
し
た
。

デ
ー
リ
ィ
ク
イ
ー
ン
は
、
釧

路
地
区
農
業
共
済
組
合
・
佐
々

木
瑛
子
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、

白
糠
・
林 

稔
幸
さ
ん
の
出
品

牛
ウ
ツ
ズ
ス
タ
ー　
シ
ヤ
イ
ニ

ー　
ス
パ
イ
ラ
ル 

ア
イ
（
九
部

四
歳
経
産
ク
ラ
ス
）、
ジ
ュ
ニ

ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
も
、
林　
稔

幸
さ
ん
の
出
品
牛
ウ
ツ
ズ
ス
タ

ー　
コ
ロ
ナ　
ホ
ワ
イ
ト
ス
ト
ー

ン　
ロ
ー
ズ
（
四
部
未
経
産
ミ

ド
ル
ク
ラ
ス
）
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

主
な
成
績
及
び
出
品
者
は
表

の
と
お
り
で
す
。

審査員：松井 俊治 氏
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第４７回 鶴居村家畜共進会

入 賞 牛 一 覧 表
グランドチャンピオン

セジス　エルデイー　ジヤグラー （農） 清 和 農 場 鶴居

リザーブグランドチャンピオン
アワープライド　シド　ブルーミン 植　田　紘　史 幌呂

未経産
最高位 マチムラ　アールチエ　シド　フアニー 安　藤　　　功 幌呂
準最高位 ＯＰ　オラホーム　アレツクス　ブレンダ 植　田　紘　史 幌呂

経　産
最高位 セジス　エルデイー　ジヤグラー （農） 清 和 農 場 鶴居
準最高位 アワープライド　シド　ブルーミン 植　田　紘　史 幌呂

部 順位 名　　　　　　　号 出 品 者 地区
１部１等１席 ヒシヌマフアーム　アツトウツド　オラホーム ㈲菱沼ファーム 鶴居
２部１等１席 ＯＰ　オラホーム　アレツクス　ブレンダ 植　田　紘　史 幌呂
３部１等１席 パインヘイブン　セラツシユ　Ｇチツプ　ハツピー 松　井　俊　治 幌呂
４部１等１席 マチムラ　アールチエ　シド　フアニー 安　藤　　　功 幌呂

六
月
六
日
、
鶴
居
村
家

畜
共
進
会
場
で
、
第
四
十

七
回
鶴
居
村
家
畜
共
進
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
居
・
幌
呂
地
区
か
ら

乳
牛
・
四
十
五
頭
、
馬
・

十
一
頭
が
出
陳
さ
れ
、
審

査
員
は
、（
乳
牛
）遠
軽
町

酪
農
家　
木
村
吉
里
氏
、

（
馬
）釧
路
農
協
連　
杉
原

好
彦
氏
が
審
査
し
ま
し
た
。

デ
ー
リ
ィ
プ
リ
ン
セ
ス
は
、

釧
路
地
区
農
業
共
済
組
合

　

沼
田
真
生
子
さ
ん
が
務

め
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
は
、
鶴
居
・

（農）
清
和
農

場
の
出
品
牛
セ
ジ
ス　
エ

ル
デ
イ
ー　
ジ
ヤ
グ
ラ
ー

（
９
部
３
歳
経
産
ク
ラ
ス
）、

馬
の
部
は
、
幌
呂
・
松
井

紀
行
さ
ん
の
出
品
馬
「
ツ

ル
ノ
ジ
ョ
ウ
オ
ー
」
が
最

高
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

主
な
成
績
及
び
出
品
者

は
表
の
通
り
で
す
。

５部１等１席 ＭＭ　ポーラ　ゴールド　シヤンテイー 松　下　雅　幸 鶴居
６部１等１席 TKS　カズナリー　テイー　ＥＴ 清　水　武　志 鶴居
７部１等１席 ヒシヌマフアーム　ローヤル　ブラクストン　ＤＸ ㈲菱沼ファーム 鶴居
８部１等１席 アワープライド　シド　ブルーミン 植　田　紘　史 幌呂
９部１等１席 セジス　エルデイー　ジヤグラー （農） 清 和 農 場 鶴居
10部１等１席 ＢＳ　マセラテイ　グローリアス 松　下　雅　幸 鶴居
11部１等１席 ＯＰ　オラホーム　チヤンピオン　レオナ 植　田　紘　史 幌呂

入 賞 馬 一 覧 表
最 高 位 ツルノジョウオー 松　井　紀　行 幌呂
準 最 高 位 鶴　　　　　　光 田　中　光　儀 鶴居

部 順 位 名　　　　　　　号 出 品 者 地区
１部（和種馬） １等１席 風　　　　　　鈴 平　川　美　帆 鶴居
２部（小格馬） １等１席 コ　　 リ 　　ナ 平　田　忠　幸 鶴居
５部（農用馬牝2～3歳） １等１席 鶴　　　　　　光 田　中　光　儀 鶴居
６部（農用馬牝4歳以上）１等１席 ツルノジョウオー 松　井　紀　行 幌呂

（牛）審査員：木村 吉里 氏（馬）審査員：杉原 好彦 氏

馬の部・最高位「ツルノジョウオー」松井 紀行 氏
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「よろしくお願いします!!」
丹頂ふれあい推進員の設置について

釧
路
丹
頂
農
協

馬
事
振
興
会
定
期
総
会

釧
路
丹
頂
農
協
女
性
部

部
員
交
流
会
を
実
施
！！

六
月
二
十
日
、
釧
路
市
内
で
平
成
二
十
六

年
度
釧
路
丹
頂
農
協
馬
事
振
興
会
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
江
崎
勝
三
会
長
か
ら
挨
拶

が
あ
り
、
議
題
「
平
成
二
十
五
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
、
監
査
報
告
、
釧
路
輓

馬
大
会
へ
の
協
賛
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
六

年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
、
平
成
二

十
六
年
度
会
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に
つ

い
て
」
協
議
し
、
議
事
は
全
件
承
認
さ
れ
、

総
会
は
盛
会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

六
月
三
日
、
鶴
居
村
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
部
員
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

各
支
部
か
ら
女
性
部
員
・
関
係
者
合
わ
せ

四
十
一
名
が
参
加
し
、
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
場
所
を
移

し
て
食
事
を
と
り
つ
つ
交
流
を
深
め
ま
し
た
。フロアカーリングで交流を深めました。

鶴居・幌呂地区組合員の皆様には、日頃本組合の購買事業についてご利用を賜り厚く
お礼申し上げます。このたび、６月より組合員・地域住民の生活拠点として地域に貢献

するために丹頂ふれあい推進員を設置いたしました。
丹頂ふれあい推進員の役割は、ご利用者との対話を

通じてＪＡとの絆を深め、品目・同行等の推進を行い
利用者ニーズに応えるものであります。

なお、担当者にはＡコープ幌呂店の鈴木幸一店長が
あたりますので訪問の際にはご利用のほどよろしくお
願い致します。

武藤組合長より設置にあたっての
任命を受ける鈴木幸一店長
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

図１　乳房炎の新規感染時期

Ｓ
Ａ
は
治
り
に
く
く
、
伝
染
性

の
た
め
、
罹
患
牛
は
隔
離
し
、
最

後
に
搾
る
な
ど
搾
乳
方
法
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
場
合
に
よ
っ
て

は
淘
汰
も
必
要
で
す
。

治
療
の
際
に
は
抗
生
物
質
の
乳

房
内
注
入
だ
け
で
は
な
く
、
時
に

は
全
身
投
与
も
有
効
で
す
。

※�

抗
生
物
質
の
使
用
は
獣
医
師
の

指
示
の
も
と
で
適
正
に
行
っ
て

下
さ
い
。

◆�

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌（
Ｓ
Ａ
と
略
）

　

対
策
は
念
入
り
に

乳
質
改
善
は
儲
か
る�

そ
の
三

～
乾
乳
期
の
予
防
～

乳
房
炎
の
新
規
感
染
の
危
険
性
は
泌

乳
期
よ
り
も
乾
乳
期
の
方
が
高
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

中
で
も
、
乾
乳
始
め
の
二
週
間
と
分

娩
前
二
週
間
の
新
規
感
染
率
は
高
く
、

こ
の
期
間
の
感
染
を
ど
れ
だ
け
減
ら
せ

る
か
が
予
防
の
鍵
と
な
り
ま
す
。

一　

乾
乳
期
を
迎
え
る
際
に

乾
乳
予
定
日
の
一
～
二
週
間
前
に
全

頭
Ｐ
Ｌ
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
に
罹
患
し

た
事
の
あ
る
牛
は
早
め
に
Ｐ
Ｌ
テ
ス
ト

を
行
い
、
一
回
目
が
陰
性
で
も
数
日
空

け
て
か
ら
再
び
テ
ス
ト
を
行
う
な
ど
入

念
に
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

～
Ｐ
Ｌ
テ
ス
ト
の
結
果
～

●
陰
性（
－
）の
場
合

乾
乳
の
際
に
乾
乳
軟
膏
を
注
入
し
ま

し
ょ
う
。

乾
乳
軟
膏
の
持
続
期
間
は
お
お
よ
そ

三
～
四
週
間
な
の
で
、
新
規
感
染
率
の

高
い
乾
乳
始
め
二
週
間
に
対
す
る
予
防

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

○
陽
性（
＋
）の
場
合

乾
乳
に
す
る
前
に
治
療
が
必
要
で
す
。

必
ず
治
癒
を
確
認
し
て
か
ら
乾
乳
に
し

ま
し
ょ
う
。

二　

乾
乳
期
の
管
理

乾
乳
期
間
中
は
牛
床
を
清
潔
に
保
ち
、

乳
房
に
異
常
が
無
い
か
確
認
し
ま
し
ょ

う
。釧

路
管
内
の
二
農
場
Ａ
と
Ｂ
で
は
乳

汁
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
乳
房
炎
の
早
期
発

見
と
早
期
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
場
Ａ
：
Ｐ
Ｌ
テ
ス
ト
で
確
認

①
乾
乳
牛
の
乳
房
形
状
の
チ
ェ
ッ
ク

・
一
本
だ
け
膨
ら
ん
で
い
な
い
か

・
シ
コ
リ
が
無
い
か

② 

異
常
を
感
じ
た
ら
Ｐ
Ｌ
テ
ス
ト
で
確

認
③ 

Ｐ
Ｌ
テ
ス
ト
時
に
採
材
し
た
サ
ン
プ

ル
を
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
乳
汁
検
査

④
結
果
を
見
て
治
療

農
場
Ｂ
：
乳
汁
性
状
で
確
認

① 

分
娩
二
週
間
前
～
分
娩
ま
で
の
間
に

乳
房
の
異
常
を
チ
ェ
ッ
ク

・ 

形
状
や
触
れ
た
時
の
熱
っ
ぽ
さ
等

② 

異
常
が
感
じ
ら
れ
た
場
合
、
乳
汁
の

性
状
を
確
認

・
水
あ
め
状
：
正
常
と
判
断

・ 

水
っ
ぽ
く
液
状
：
乳
房
炎
と
判
断
し 

治
療

乳
質
改
善
は
日
々
の
地
道
な
対
策

が
重
要
で
す
。
乾
乳
期
に
お
い
て
は

新
規
感
染
を
防
ぐ
た
め
の
予
防
を
重

視
し
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

◆�

Ｐ
Ｌ
テ
ス
ト
を
行
う
際
の
注
意
点

・
適
正
量
で
検
査
す
る

　

検
査
乳
二
㎖
に
対
し
、
試
液
も

二
㎖
使
用 

（
専
用
ポ
ン
プ
二
プ
ッ
シ
ュ
分
）

・�

薬
液
と
混
和
後
、
一
分
程
度
に

凝
集
と
色
調
を
判
定
す
る

　

長
時
間
放
置
（
一
時
間
～
）
し

た
も
の
は
反
応
に
変
化
が
起
き
て

い
る
た
め
判
定
に
利
用
不
可

◆�

乳
房
異
常
の
サ
イ
ン

・
あ
る
分
房
だ
け
膨
ら
ん
で
い
る

・
硬
い

・
シ
コ
リ
が
あ
る

・ 

乳
汁
を
搾
る
と
不
均
質
で
混
濁

が
あ
る

・
Ｐ
Ｌ
テ
ス
ト
で
陽
性
に
な
る

4
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編 集 後 記
EDITOR’S�NOTE

■平成26年度 　生乳生産実績（6月）
月計乳量（kg） 6月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,418,026.6 96.8 25,086,496.7 95.7
（鶴居地区） 2,820,969.9 98.2 8,426,479.0 97.7
（幌呂地区） 2,231,616.1 96.3 6,660,698.6 94.5
（白糠地区） 1,796,157.2 91.9 5,346,473.9 91.5
（音別地区） 1,569,283.4 101.0 4,652,845.2 99.3

管 内 計 45,117,056.5 96.1 133,101,224.4 95.1
（前年度管内計） 46,927,314.2 139,896,291.6

理　事　会　報　告
6月定例理事会　平成26年6月30日（月）
報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．定期監査（第１四半期末）の報告について
４．５月末財務状況について
５．事業の実施処理状況について

付議事項�
議案第１号　�農協検査指摘事項に対する改善・対

応状況の報告について

議案第２号　�平成２６年度飼料自給力強化支援事業
の参加申請について

議案第３号　�受精卵預託取扱要領の一部変更につ
いて

　※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項�
１．�地区別懇談会および通常総会の意見・要望に
関する検討の進め方について

２．当面の業務日程について

□ 今年は冷夏になるのではないかと心配し、また一番草収穫時期のスタート
も遅れ気味でしたが、無事に作業も終了し一安心をしているところです。
今後も粗飼料の順調な生育を期待しております。

□ 夏バテ防止・解消の食材として有効と言われているのは、ビタミンＢ１、
Ｂ２、クエン酸が多く含まれる食材（豚肉・レバー・枝豆・納豆・豆腐・
玄米・ウナギ・いわし・酢・梅干等々）です。炭水化物などとこれらの食
材を上手く組み合わせることで、消化や代謝を助け、疲れの元となる乳酸
を消費し、エネルギーに変えていくことが効果的のようです。
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